
インプラント治療における

Soft-Tissue Management

インプラント修復における成功要因の一つとなる軟組織のコントロールについて、術前にすべき

組織治療から埋入にいたるまでの具体的な術式とそのポイントを、デモンストレーションや実際

のオペビデオを用いながら解説します。

■ 軟組織のコントロールをすべきタイミングとその術式についての選択肢と判断基準を学ぶ

■ インプラント周囲の軟組織のマネージメントにおける手技・注意点を習得する

■ 外科から補綴にいたる各ステップにおいて処置すべきこと、またおさえるべきポイントについて理解する

対 象

日　 程

会 場

参加費

定 員

インプラント治療 経験者

２０１０年 ３月 ２２日（月祝） １０：００～１６：３０

品川イーストワンタワー

３０，０００円（税込／昼食代を含む）

５０名　　
※先着順での受付となります。定員となり次第、締切とさせて頂く場合がございますので、予めご了承くださいますようお願いいたします。

講 師 南　昌宏 先生

習得内容

要　 項

プログラム
Hands On

なし

► インプラントに対する角化歯肉の役割について

► 術前の診査・診断

　　　・ 軟組織コントロールのタイミングについて

► 軟組織の取り扱いについて

► 上皮結合組織移植について

　　　・ 手　技

　　　・ 注意点

　　　・ 模型を使用したデモンストレーション

※各項目・研修内容は変更の可能性がございます。



お申込先

Fax.03-5495-3250

下記申込書にご記入のうえ、FAXにてお申込みください。追ってお申込みの受領および受講料のお支払い方法をFAXにてご連絡い

たします。なお、ご入金をもって正式なお申し込みとさせていただきます。ご入金後の返金はいたしかねますので予めご了承ください。

また、お振込みの場合、領収書の発行はいたしかねます。

顧客番号

ご出身校/ご卒業年度 /            　　　 年卒業

E-mail 

ローマ字名お名前

FAX番号　　　　　　　 　　－　　　 　　　　　　－電話番号　　　　　　　　 　－　　　　　　 　－

住所　〒

施設名

日常臨床における疑問点・本セミナーで取り上げてほしい内容をご記入ください。3.

1. で「はい」とお答えの方に、インプラントの導入状況についてお伺いします。

　・ ご経験年数　　　　　　　　 約〔　　　　　　　〕年

　・ これまでの埋入本数　　　約〔　　　　　　　〕本　　　　

　・ 今までに使用されたインプラントシステムは？

□ ノーベルバイオケア 　□ ジンマー　 □ ストローマン　□アストラテック　□ JMM　 □ 3i　 □その他〔　　　　　 　　〕

　・ 現在メインで使用されているインプラントシステムは？

　　　□ ノーベルバイオケア 　□ ジンマー　 □ ストローマン　□アストラテック　□ JMM　 □ 3i　 □その他〔　　　　　 　　〕

　・ インプラント治療を現在も実施されていますか？　　　 □　はい　　 □ いいえ

　・ 現在は中止された先生は、その理由をお聞かせください。

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕

2.

インプラント治療のご経験はありますか？　　　　　□　はい　　 □ いいえ1.

事前アンケート

※ご協力ありがとうございました。ご提供いただいた情報は、目的以外の用途に使用いたしません。また漏洩のないように取扱いには厳重に注意いたします。

3/22　参加申込書

講　　師 2073/22 Dr. Minami

南　昌宏

１９８６年　大阪歯科大学卒業

１９８９年　本多歯科医院勤務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

木原歯科医院勤務

１９９３年　三日市南歯科（大阪府河内長野市）開業　　　　　　　　　

１９９８年　歯学博士取得

２００３年　南歯科医院開業

２００６年　医療法人 皓隆会 南歯科医院

講師コメント

軟組織のマネージメントは、GBR、インプラ

ント周囲軟組織の審美性獲得において

マスターすべき必須事項だと考えています。

今回はその考え方、方法についてデモンス

トレーションを通じて解説してみたいと思い

ます。

主催：ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
108-0075 東京都港区港南2-6-4品川グランドセントラルタワー8Ｆ
03-5495-7101（マーケティング部 研修グループ）

www.nobelbiocare.co.jp


